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2023
京都大学の文理の知性を結集し、生命、人間、社会

を対象に、経済学・情報学・医学を中心に、データサイ

エンス、人工知能の最先端研究を広く紹介するととも

に、産官学で活発に交流するサロンを2020から新たに

開始、2023年度も継続して実施します。

文理融合・学際性を尊重した交流のためのサロンとな

ります。

本機会に参加することで、「大学の先端の現場で何を

議論しているか」を企業の開発や事業企画に活用でき

るとともに、産学連携の新たな道筋を描くことも可能に

なります。

複雑化する社会、目の前の課題解決ではなく、10年

後を見据えた今後の成長事業の根幹につながるテーマ

設定のヒントを見つける場となります。

⚫ 各回、①講義（60分程度）、②サロン研究者のディスカッション（30分程度）、

③質疑応答（30分程度）を実施

⚫ 各回ごとにテーマを設定、テーマに関して話題提供する教員が登壇

⚫ 各回、京都大学の多様な分野の研究者（各回20～30名）がディスカッションに参加、

ディスカッション参加企業様からの問題提起や質問も可能

⚫ 1回2時間程度×年間6回のプログラム

⚫ 各回終了後に懇親会を実施（新型コロナウィルス規制中は懇親会中止）

⚫ 新型コロナ・ウイルスの感染状況を睨み開催方法を検討、リアルな開催（京都大学内での開催を

想定）が可能になっても、遠方からの参加が可能なように、オンラインの視聴参加を可能な形で実施

⚫ サロンでは文理融合・学際性を尊重し、自分たちの研究アプローチを異分野の研究者に紹介しつつ、かつ、

相互に理解してもらうことを念頭に分かりやすい説明を実施

※サロンLHS2023のホームページは以下、または右記QRコード

https://www.kyodai-original.co.jp/open-academy/program/?no=71

実施概要

近年、データサイエンス・人工知能が流行となり、文理

融合・学際連携が盛んになっているものの、京都大学

内においては横の連携がまだまだ活発ではない状況に

ある。

そこで、経済学研究科 依田 高典教授、情報学研究

科 神谷 之康教授、医学研究科 川上 浩司教授、近

藤 尚己教授を幹事とし、先端的な社会問題解決を

はかる研究者同士の自由闊達な研究交流できるサロ

ンLHS(レフト)を設立するに至った。

➢ 生命(Life)・人間(Human)・社会(Society)を研究

テーマとし、データサイエンス(Data Science)・人工知

能(Artificial Intelligence)をツールとして活用し、先

端的な社会問題解決をはかる研究者同士の自由

闊達なサロンを目指す。

➢ サロンを通じて、イノベーティブな研究創出・人材育

成・産学連携を期待する。

京都大学 経済学研究科教授 依田 高典

京都大学 情報学研究科教授 神谷 之康

京都大学 医学研究科教授 川上 浩司

京都大学 医学研究科教授 近藤 尚己

https://www.kyodai-original.co.jp/open-academy/program/?no=71


発起人・幹事

⚫ 第1回 2023/05/26（金）18:00～20:00

幹事：経済学研究科 依田 高典教授

話題提供：法学研究科 曽我部 真裕教授

テーマ：プライバシーの権利はなぜ守られなければならないのか

～法学の観点から考える～

⚫ 第2回 2023/07/21（金）18:00～20:00

幹事：情報学研究科 神谷 之康教授

話題提供：情報学研究科 土居 秀幸教授

テーマ：生物圏情報学

生態系保全のための解析・予測・大規模情報の取得

⚫ 第3回 2023/10/6（金） 18:00～20:00

幹事：医学研究科 近藤 尚己教授

話題提供：人と社会の未来研究院 内田 由紀子教授

テーマ：日本社会における個と場のウェルビーイング

⚫ 第4回 2023/11/24（金） 18:00～20:00

幹事：経済学研究科 依田 高典教授

話題提供：企画中

テーマ：「企画中」

⚫ 第5回 2024/01/26（金） 18:00～20:00

幹事：情報学研究科 神谷 之康教授

話題提供：企画中

テーマ：「企画中」

⚫ 第6回 2024/03/29（金） 18:00～20:00

幹事：医学研究科 近藤 尚己教授

話題提供：企画中

テーマ：「企画中」

⚫ 最適政策割当と自己選択の経済学：決めるのは政府か消費者か

⚫ 機械学習による予測と意思決定

⚫ 疫学モデルを活用した新興感染症対策の科学的助言：過去と未来

⚫ 環境経済学における実験研究とビッグデータ分析の可能性

⚫ 再現性の科学

⚫ 埋もれている自治体の健診データから、予防医学を目指す

⚫ 生命システムに対するモデルフリー理論

⚫ 統計学を哲学する：統計はなぜ科学的根拠になるのか

⚫ 「社会」はいかにして”皮下にしみこむ”か？：社会疫学からみる健康長寿

達成戦略

⚫ SDGsとEBPM：統計モデルと経済モデルの応用

⚫ 課題解決のための三種の神器：ドメイン知識・データ科学・システム科学

⚫ AI・シミュレーションが拓く医療・創薬の未来

サロンLHS2023 開催日程 【ご参考】サロンLHSの過去実施テーマ

京都大学医学研究科教授 近藤尚己

社会疫学者。 2000年山梨医科大学医学部医学科卒業。卒後医師臨床研修

後、山梨医科大学助教・同講師・ハーバード大学フェロー、東京大学准教授など

を経て現職。健康の社会的決定要因と健康格差を制御する手法に関する疫学

研究・社会実験研究を進めている。東京大学未来ビジョン研究センター特任教

授・（一社）日本老年学的評価研究機構理事・日本疫学会代議員・日本プライ

マリケア連合学会健康の社会的決定要因検討委員会副委員長・世界保健機関Clinical Consortium 

on Healthy Ageing専門家メンバー／Global Network on Long-term care コアメンバー。近著「健康

格差対策の進め方」・「認知症plus: 地域共生社会ーつながり支え合うまちづくりのために私たちができるこ

とー」「社会疫学（第2版）上・下」など。趣味は野遊び・園芸。

「誰も置いていかない」健康な社会づくりに向けては、学

際的な協働による社会環境づくりが必須です。歴史的

なイノベーションの多くが、一見無関係に思える分野や

実務家同士の融合によってもたらされました。固定観念

に縛られない自由な発想で多様な分野が交流する

「場」として、サロンLHSに大いに期待しています。
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